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神奈川県のイヌケホシダについて

岡武利

Taketoshi OKA: Notes on Thelypteris dentαtα 
(FoRSKK.) ST. John in Kanagawa Prefecture 

はじめに が，この頃から付近で宅地造成が始まり， 1989年10月

イヌケホシダ Thelypterisdentαtαは暖帯から熱 に現地を訪れた際には，水田は埋め立てられ，この自

帯にかけて分布するヒメシダ科のシダで，ホシダに似 生地は消滅した。

ているが， 全体に毛が多いことや，根茎が直立または

斜上することなどでホシダと区別できる。 2.高座郡寒川町寒川神社および宮山神社

神奈川県においては， 1980年10月に藤沢市川名で筆 1989年 1月，寒川神社境内の池の周囲の石垣に数株，

者が採集したのが最初の記録と思われる。この時の標 さらに，同神社の西隣にある宮山神社の掘割の石垣に

本は， 「日本のシダ植物図鑑」第3巻（倉田・中池， も20株余りの本種が生育しているのを見いだした。両

1983）に引用された。 自生地ともに日当たりの良い南向きの石垣で，上部を

その後，神奈川県における本種の報告は見当たらな クスノキやシイ類などの常緑樹に稜われ，厳寒期にお

かったが，最近，宮崎卓氏により川崎市多摩区で自生 いても降霜から守られていることが窺えた。宮山神社

が確認され （宮崎， 1992），筆者も分布について若干 では図2のように掘割の水面に近い所に生えており，

の新知見を得たので報告する。 掘割の水温が本種の生育に好影響をもたらしているの

本種はホウライシダなどと同様に，温室などから逸 かもしれない。ここのものはとくに生育が良好で全長

出することが知られ，日本シダの会会報に静岡県で温 80cmに達するものがあった。

室から逸出した例（志村， 1971）や，和歌山県では標 1993年11月と12月に付近を調査したところ，宮山神

本庫から胞子が飛散して野生化したと恩われる例（真 社から300m西にランの栽培I民主があり，温室内には

砂， 1976）などが報告されている。 シンピジウムの鉢植が一面に並んでいたが，イヌケホ

木県の産地も，従来から知られていた紀伊半島など シダは見られなかった。温室の持主によれば，ランの

の自生地から著しく隔っているので，分布の由来につ 栽培を始めて約20年になり，かつては雑草が生えて困つ

いても若干の考察を試みた。 たが，最近は除草剤を撒いているので雑草はほとんど

見られない，とのことであった。シクラメンやスイ ー

1.藤沢市川名 トピを栽培している温室もあったが，同様で，イヌ

1980年10月，水田の土留め用コンクリ 卜板の隙間 ケホシダはおろか雑草の類は全く見られなかった。し

などに，ホシダと混生している本種が自にとまった。 かし，宮山神社における本種の旺盛な生育状況や継続

全長20cmから40cmのものが数株見られた。意外なシ 的な観察の結果から判断して，胞子が飛来してから優

ダの出現に驚き，逸出ではないかと思い付近を調べた に10年は経過していると思われ，除草剤などが現在ほ

が， 周囲は多少民家があるだけで水田と丘陵が広がり， ど使われなかった時代に，付近のj昆室から逸出した可

とこから逸出したのか確認できなかった。 能性が大きいのではないかと思われた。

同所のイヌケホシダを数年にわたって観察したとこ

ろ，冬季は葉が枯れるが，晩春には新葉を展開し，越 3.藤沢市南藤沢

冬していることが確認された。わずかずつではあるが 1990年12月に国道 467号線沿いの石垣に着生してい

年々株数も殖えていた。1988年11月までは健在だった る本種を発見した。高さ約4mの東向きの石垣に，タ
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チシノブ，イノモト ソウ，イヌワラビなととともに約 れは＼寒川町と南藤沢の中間地帯にも本種が分布して

30株が点在していた。イノモ トソウやイヌワラビは石 いる可能性が大きい。

垣の上部にも生えていたが，イ ヌケホシダは主として

地上から lm 以内の所に生育していた。 4.横浜市中区山手町

この石垣は東向きで上部を覆うものはなく，イヌケ 本稿を執筆中に，横j兵でも本穫が採集された旨，北

ホシダの生育する環境としては不適と患、われた。とこ JI［淑子氏からお知らせいただいた。1993年12月に発見

ろが，同所は東西に走る国道の両側をピルの壁面とイ 者の山田文雄氏から筆者宛てに，同氏が1993年11月16

ヌケホシダの生える石垣で挟まれ，南北はJR東海道 日に採集された標本を送っていただき，検したところ，

線のガー ドと図3に見られる陸橋によ って凶まれてい 紛れもな くイ ヌケホシダであった。筆者は現地の確認

るため，寒風などはかなり遮断されるであろうことが をしていないが，確実な産地と判断されたので，山田

想像できた。しかも，絶えず自動車が通行し，排気ガ 氏のお許しを得てここに取りあげた。筆者自身も近々

スなどによる放熱と相侠って温室効果が生じ，かろう 現地の確認を行う予定である。

じてイヌケホシダが生き延びられる環境となっている 山田氏の調査結果によれば，自生地は，パス道路に

のではないかと推測された。同所の個体は全て小形で， 面した南東向きの民家の石垣で，高さ lm20cm，長

最大のもので全長20cm，多くはlOcm以下て、あった。 さ3mの範囲に， トラノオシダ，イノモ トソウ，ハキ

この群落のルーツを探索したが，この辺りは商店や ダメギクなどとともに，大小21株が生育していたそう

ピルが立ち並ぶ市街地で，イヌケホシダの胞子が飛来 である。地上から60cm以内の低所に多く見られ，葉

しそうな温室などは見当たらなかった。l百l所より 4k 長は最大て＇ 30cm，多くは20cm以下の小形品とのこと

m南にある江の島植物園からの逸出も考えられたので， であった。付近には温室などは見当たらなかったとの

1993年11月に同圏内外を調べた。その結果，植物園の ことであるが，学校や外人の住宅が多い所でもあり，

j毘室内にイヌケホシダの幼株が数株見られたが，それ その辺りから逸出した可能性があるのではないかと恩

以外は植物園の内外を問わず，江の島では全く見つか われた。 なお，「神奈川県植物誌1988」（秋山ほか，

らなかった。藤沢市川名や南藤沢の産地よりも温暖で， 1988）にはイヌケホシダは記載されていない。上記4

ホウライシダやナチシケシダが豊産する江の烏に全く ケ所の自生地は，恐らく逸出起源であろうが，一時的

見られず，突然、上記産地に出現することは，微細な胞 なものではなく，再生産を繰り返していることが確認

子であるから全く可能性がないとはいえないが，やは できた。神奈川県の植物として認知しでも差し支えな

り考えにくい。 むしろ，寒川方面から胞子が飛来して いだろう。 本報をまとめるにあたり，文献や新産地

きた可能性が大きいのではないだろうか。しかり とす についての情報を提供くださった北川淑子氏，ならび
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図l.神奈川県におけるイヌ ケホシダの分布

（藤沢市川名と南藤沢は同ーメッシュ，

aは筆者は現地未見）

に貴重な標本を恵与くださり，新産地の発表を許され

た山田文雄氏に深く感謝申しあげる。
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図2.寒川町富山神社の自生地（1993.12.3) 図3 藤沢市南藤沢の自生地 （1993.11.7) 

図4.寒川町宮山神社のイヌケホシダ （1993.12.3）図5 藤沢市南藤沢のイヌケホシダ，左はタチシノブ

(1993.11. 7 ) 
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